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今 月 の 表 紙
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Hello New Baby

こんにちは赤ちゃん

男 ………………………… 4,081人
女 ………………………… 4,672人
計 ………………………… 8,753人
世帯 …………………… 4,863世帯

（－ 25）
（－ 26）
（－ 51）
（－９）

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

＜３月 31 日現在＞
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さわやかだより
おとなの歯科検診

15

　4 月 5 日、8 日に町内の
各小・中・高等学校で入学
式が行われました。
　表紙の虻田小学校は、新
1 年生 29 人が入学。最初
は緊張していた様子でした
が、友達と話すと緊張して
いた顔も笑顔に変わり、こ
れからの学校生活に胸を膨
らませていました。

お知らせ
気象台からのお知らせ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた

10

イベントカレンダー19

後期高齢者制度からのお知らせ
制度の見直し・保険料軽減特例について
国民健康保険からのお知らせ

６

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.14

16

ジオパーク通信18

20 spotlight

高場　真佐美さん
東奔西走／今月のワンショット

洞爺協会病院看護師長　認知症看護認定看護師

宮下　稜平くん                            
　　　（りょうへい）

信一さん・優子さん
２月 17 日生　入４区

成兼　美咲ちゃん
　　　　（みさき）

一寛さん・結さん
２月９日生　温３区

加藤　岳虎くん    
　　　　（がくと）

博之さん・智美さん
２月 26 日生　入４区

４ 洞爺湖町議会議員選挙
町民代表 12 人の顔ぶれ決まる

あぶた福祉会17

新洞爺保育所・
洞爺高校メモリアル公園完成

５

pickup news

ワンポイント手話
津波避難訓練実施
防災意識の向上へ

３

まちのわだい８

　洞爺湖周辺で採れた新鮮な野菜や果物を特別
価格で購入できます。
■日　程　５月 19 日（日）から９月８日（日）
　　　　　までの毎月第 2 日曜日
■時　間　午前６時～午前８時
　　　　　※５月 19 日は洞爺湖マラソンのた
　　　　　め、14 時ごろまで
■場　所　洞爺湖温泉遊歩道 駅前桟橋特設会場
■問合せ　とうや湖観光朝市協議会
　　　　　会長　青山晴重（☎ 75-2187）

第　  回
とうや湖観光朝市
第　  回第　  回42

注 目
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pickup news

　毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 11 回目は平成 31 年度採用環境課大西
淳史です。
■問合せ　健康福祉課福祉・高齢者グル
ープ（☎ 74-3001）

元気

両手を握り体の前に置き 軽く２回下ろします

手話
ワンポイント

防
災
意
識
の
向
上
へ

津
波
避
難
訓
練
実
施

　
　
月
26
日
、
津
波
災
害
を
想
定

　
　
し
た
避
難
訓
練
に
津
波
浸
水

想
定
区
域
対
象
の
住
民
や
防
災
関

係
機
関
な
ど
、
計
2
4
3
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で

は
、
昨
年
9
月
に
発
生
し
た
、
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
教
訓
を
踏
ま

え
、
停
電
と
な
っ
た
状
況
を
想
定

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

３

　

本
町
保
育
所
で
は
、
園
児
29

人
、
職
員
10
人
の
総
勢
39
人
が
避

難
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
頭
巾
を

速
や
か
に
か
ぶ
り
、　　

洞
爺
駅

の
自
由
通
路
を
通
っ
て
、
役
場
に

5
分
ほ
ど
で
避
難
し
ま
し
た
。
平

口
千
春
統
括
所
長
は
「
今
ま
で
の

訓
練
で
1
番
早
く
避
難
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
日
常
的
に
行
っ
て
い

る
避
難
訓
練
の
成
果
が
出
て
よ
か

っ
た
」
と
今
回
の
避
難
訓
練
の
成

果
に
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
役
場
防
災
研
修
ホ
ー
ル

で
は
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

津
波
被
害
の
状
況
と
そ
の
対
応
に

つ
い
て
確
認
。
真
屋
敏
春
災
害
対

策
本
部
長
は
「
非
常
に
き
び
き
び

動
い
て
い
て
よ
か
っ
た
。
今
日
の

訓
練
を
肝
に
銘
じ
、
現
実
の
災
害

時
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
」
と
総
括
し
ま
し
た
。

J
R

役場へ避難する本町保育所の園児たち

被害状況の確認を行う災害対策本部
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洞
爺
湖
町
議
会
議
員
選
挙

町
民
代
表
12
人
の
顔
ぶ
れ
決
ま
る
！

　
４
月
21
日
洞
爺
湖
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
12
人
の
町
議
会
議
員
が

決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
議
会
議
員
の
当
選
者

■洞爺湖町議会議員選挙の当選者と得票数（届出順）

得票数 氏　名 年　齢 党　派

当 515.158 石 川 　 邦 子 59 歳 無所属

当 346 千 葉 　 薫 62 歳 無所属

当 306 今 野 　 幸 子 68 歳 日本共産党

当 625 下 道 　 英 明 58 歳 無所属

当 747.788 大 西 　 智 59 歳 無所属

当 526 越 前 谷　 邦 夫 74 歳 無所属

当 364 板 垣 　 正 人 61 歳 公明党

当 361 篠 原 　 功 79 歳 無所属

当 373 大 久 保　 富 士 子 58 歳 公明党

当 210 大 屋 　 治 72 歳 無所属

当 283 立 野 　 広 志 61 歳 日本共産党

当 274 五 十 嵐　 篤 雄 67 歳 無所属

52 竹 林 　 妙 子 58 歳 無所属

79 佐 々 木　 勝 敏 70 歳 無所属

201.052 石 川 　 諭 67 歳 幸福実現党

■洞爺湖町議会議員選挙の投票結果
当日の

有権者数 投票者数 投票率

男 3,484 人 2,398 人 68.83％

女 4,134 人 2,919 人 70.61％

計 7,618 人 5,317 人 69.80％

大久保富士子大屋治立野広志五十嵐篤雄

大西智越前谷邦夫板垣正人篠原功

下道英明 石川邦子千葉薫今野幸子
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成
28
年
３
月
に
閉
校
と
な
っ

　
　

た
旧
洞
爺
高
校
の
跡
地
に
、

移
転
新
築
し
た
洞
爺
保
育
所
と
、

同
高
校
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
る

洞
爺
高
校
メ
モ
リ
ア
ル
公
園
が
完

成
し
ま
し
た
。
同
施
設
は
、
旧
洞

爺
高
校
が
64
年
間
の
輝
か
し
い
歴

史
に
幕
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
地

域
住
民
と
と
も
に
洞
爺
高
校
の
跡

地
な
ど
を
活
用
し
た
地
域
の
賑
わ

い
を
期
待
し
て
新
設
。

　
新
設
し
た
洞
爺
保
育
所
は
、
さ

く
ら
保
育
所
（
へ
き
地
保
育
所
）

を
統
合
し
、
4
月
１
日
か
ら
開
所

し
て
い
て
、
新
た
に
０
歳
児
保
育

の
開
始
や
温
も
り
の
あ
る
木
造
建

築
で
の
設
計
、
防
犯
・
空
調
設
備

平

も
完
備
し
て
い
ま
す
。

　
３
月
23
日
に
は
、
移
転
と
な
っ

た
洞
爺
保
育
所
で
、
概
要
の
説
明

や
同
保
育
所
約
20
人
の
園
児
に
よ

る
歌
の
披
露
な
ど
の
内
覧
会
を
実

施
。
真
屋
敏
春
町
長
は
「
地
域
の

熱
い
思
い
と
協
力
も
あ
り
、
子
育

て
に
や
さ
し
い
ぬ
く
も
り
の
あ
る

保
育
環
境
が
整
い
ま
し
た
。
地
域

の
人
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
な
っ
て

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
洞
爺
高
校
メ
モ
リ
ア
ル
公
園
は

幼
児
や
児
童
の
遊
び
場
、
子
育
て

中
の
若
い
世
代
や
異
世
代
間
の
交

流
の
場
と
し
て
整
備
し
、
４
月
18

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

洞爺保育所概要
■住　　所　洞爺町 59 番地 13
■定　　員　35 人
■構　　造　木造平屋建
■面　　積　園舎 509.49㎡、屋外物置
　16.77㎡（合計 526.26㎡）
■全体敷地　2,833㎡
■遊　　具　すべり台、２連ブランコ、八
　角はんとう棒

洞爺高校メモリアル公園
■住　　所　洞爺町 58 番地３
■幼児遊具　２連ブランコ、スネイクジャ
　ングルジム、ロッキング遊具
■児童遊具　コンビネーション遊具、ザイ
　ルクライミング
■健康遊具　背伸ばしベンチ
■面　　積　2,839㎡

洞
爺
高
校
メ
モ
リ
ア
ル
公
園

完
成

新
洞
爺
保
育
所
・新設された洞爺保育所

洞爺高校メモリアル公園の
ブランコとスネイクジャングルジム

内覧会で歌を披露する洞爺保育所の園児たち
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■問合せ　住民課国保医療グループ（☎ 74-3002）

後期高齢者医療制度からのお知らせ
制度の見直し・

保険料軽減特例について

均等割の の軽減割合 見直し 均等割２割・５割軽減の の範囲 見直し
　保険料均等割軽減の割合が見直しされました。

■平成 30 年度（2018 年度）
所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33 万円で被保険者全員が所得 0 円
※年金収入のみの場合、受給額 80 万円以下 9 割軽減

■令和元年度（2019 年度）
所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33 万円で被保険者全員が所得 0 円
※年金収入のみの場合、受給額 80 万円以下 ８割軽減

■平成 30 年度（2018 年度）
所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33 万円 +（27 万５千円×世帯の被保険者数） ５割軽減

33 万円 +（50 万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

■令和元年度（2019 年度）
所得が次の金額以下の世帯 軽減割合

33 万円 +（28 万円×世帯の被保険者数） ５割軽減

33 万円 +（51 万円×世帯の被保険者数） ２割軽減

　保険料均等割軽減のうち、2 割・5 割軽減の所得判定
基準が見直しされました

被用者保険の被扶養者だった人の均等割軽減措置期間の見直し
　この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった人の均等割軽減の期間が見直しされました。

■平成 30 年度（2018 年度）
区　分 所得割 均等割

被用者保険の被扶養者だった人 かかりません ５割軽減

■令和元年度（2019 年度）
区　分 所得割 均等割

被用者保険の被扶養者だった人 かかりません 制度加入から２年を経過する月までの期間のみ
５割軽減

令和元年度（2019 年度）の保険料の計算方法
保険料額は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、前年の所得に応じて負担する「所得割額」の合計で計

算します。

均等割
【1 人当たりの額】

50,205 円
+ 所得割

【被保険者本人の所得に応じた額】
（平成 30 年（2018 年）中の所得－ 33 万円）× 10.59

＝ １年間の保険料
【限度額 62 万円】

（100 円未満切り捨て）

※年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。

※所得の状況により、均等割の軽減割合が 8.5 割、または８割に該当することがあります。
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保険料の均等割 9 割軽減が 8 割軽減に変わります
　保険料の均等割について、これまで９割軽減となってい
た人は、今年度８割軽減に変わります。
　また、所得の低い年金受給者の人へは、今年 10 月から、
老齢年金生活者支援給付金（金額は保険料を納めた期間な
どにより異なります）の制度が始まります。
　老齢年金生活者支援給付金（補足的な給付を含む）の支

国民健康保険からのお知らせ

（例）年金収入 80 万円以下の人
平成 30 年度 令和元年度

９割軽減
（月平均 417 円納付）

８割軽減
（月平均 833 円納付）

保険料の納付額（1 割）
保険料の納付額（２割）

給要件は 65 歳以上で老齢基礎年金を受給中、世帯全員の
市町村民税が非課税、前年の年金収入額と所得額の合計が
879,300 円以下の全ての条件を満たす必要があります。
　基本的に 10、11 月分を 12 月（年金の支払日と同日）
に振り込みます。
　保険料を年金からの引き落としで納めている場合、引き
落とし額への影響は 10 月からです。

国保は、加入者の皆さんが負担している保険税により運営していますが、皆さんがより支えあえる制度としてい
くために、今年度から次のように改正されました。

③７割軽減は変更ありません
これまでと同じ　基準額＝基礎控除額　33 万円
※被保険者数には、同じ世帯の中で国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した人も含みます。

■国保税の課税限度額が変わります
　国保税は、加入者の所得などに応じ、基礎賦課額（医
療）分、後期高齢者支援金分、介護納付金分（40 ～
64 歳の加入者のみ）をそれぞれ計算し、合算したもの
で、それぞれ課税の上限が設定されています。これを
課税限度額（打ち切り額）といいます。
　高所得者に応分の負担を求める目的で、昨年、国の
課税限度額が改正されました。洞爺湖町でも平成 31 年
度から国保税の課税限度額を改正します。
　なお、保険税率の改正は行いません。
　改正後の課税限度額は右のとおりです。

区　分 改正前 改正後

基礎賦課額（医療）分 54 万円 58 万円

後期高齢者支援金分 19 万円 19 万円

介護納付金分 16 万円 16 万円

計 89 万円 93 万円

■問合せ　税務財政課税務グループ（☎ 74-3003）／住民課国保医療グループ（☎ 74-3002）

　世帯の前年中の所得が決められた所得基準を下回っている場合、保険税の均等割額と平等割額が所得に応じて７
割・５割・２割軽減されます。このうち、5 割と 2 割の基準額が引き上げられました。

■所得の少ない世帯への保険税軽減措置の拡充

①５割軽減の拡大

これまで 改正後基準額　33 万円 +27.5 万円×
被保険者数※　以下

基準額　33 万円 +28 万円×
被保険者数※　以下

②２割軽減の拡大

これまで 改正後
基準額　33 万円 +50 万円×
被保険者数※　以下

基準額　33 万円 +51 万円×
被保険者数※　以下

※後期高齢者分と介護納付金分は変わりません。



　

英国ボランティア青年と交流�
「ポエムカフェ」で言葉遊び

　
　
西
澄
夫
さ
ん
（
成
香
）
が
、
洞

　
　
爺
総
合
支
所
２
階
青
年
研
修
室

で
、
高
橋
奉
己
胆
振
総
合
振
興
局
保

健
環
境
部
く
ら
し
・
子
育
て
担
当
部

長
か
ら
北
海
道
知
事
感
謝
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
以
西
さ
ん
は
、
平
成
19
年
か
ら
現

在
ま
で
鳥
獣
保
護
管
理
員
と
し
て
活

動
。
地
域
の
巡
視
活
動
や
狩
猟
期
間

中
の
安
全
指
導
な
ど
、
自
然
環
境
の

保
全
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
28
日
に
は
、
役
場
町
長
室

で
、
町
長
に
受
賞
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

のわだい
まち
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北海道知事感謝状受賞�
以西澄夫さん自然環境保全に貢献

　
　
葉
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
で
詩
の
世

　
　
界
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「
ポ
エ

ム
カ
フ
ェ
」（
洞
爺
国
際
交
流
協
会

主
催
）
が
、
就
学
前
の
子
供
た
ち
か

ら
高
齢
の
人
ま
で
、
約
30
人
が
参
加

し
、
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

ポ
エ
ム
カ
フ
ェ
は
英
国
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
青
年
の
２
人
が
、
詩
に
興
味

が
あ
り
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
が
好
き
な

こ
と
か
ら
提
案
。

　
参
加
者
は
、
韻
を
踏
み
、
言
葉
を

つ
な
げ
て
詩
を
作
る
こ
と
に
夢
中
で

し
た
。

地域のスポーツ発展に貢献�
洞爺湖町体育協会表彰式

英国ボランティア青年と言葉遊びを楽しむ参加者
町長に北海道知事感謝状受賞の
報告を行った以西澄夫さん（右）

スポーツ表彰式典で表彰された皆さん

言

ス

以

地域で敬老を祝う�
成香長寿まつり

　
　
ポ
ー
ツ
で
活
躍
し
た
個
人
、
団

　
　
体
を
表
彰
す
る
平
成
30
年
度
洞

爺
湖
町
体
育
協
会
表
彰
式
が
、
洞
爺

駅
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催

し
、
個
人
６
人
と
１
団
体
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
。（
敬
称
略
）

　

＜

功
労
賞＞

洞
爺
湖
町
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会　
宮
崎
正
治
、
竹
迫
次

光
、
清
水
春
男
。＜

ス
ポ
ー
ツ
賞＞

川
越
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム　

木
藤
大

幹
、
苫
小
牧
マ
ッ
ス
ル
ク
ラ
ブ　

齋

藤
学
。
函
館
光
洋
館
工
藤
道
場　
菊

田
真
代
。虻
田
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
シ
ャ
ン
。

　
　
香
自
治
会
が
主
催
す
る
「
成
香　

　
　
長
寿
ま
つ
り
」
が
成
香
愛
郷
の

家
で
行
わ
れ
、
約
20
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
敬
老
の
日
の
9
月
は
、
農
繁
期
で

忙
し
い
た
め
、
農
閉
期
の
毎
年
こ
の

時
期
に
長
寿
の
祝
い
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
当
日
は
、
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が

食
事
や
カ
ラ
オ
ケ
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な

ど
の
ゲ
ー
ム
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。
最
後
に
は
、
町
内
の
フ
ラ
ダ
ン

ス
同
好
会
が
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
披
露

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

成

地域の交流を深めた成香長寿まつり

３
21

３
22

３
24

３
24
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町内で行われたイベントや活動を紹介します

　
　
爺
湖
町
と
地
域
総
合
交
流
協
定

　
　
を
結
ん
で
い
る
酪
農
学
園
大
学

が
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
同
大
環
境
共
生
学
類
の

新
1
年
生
1
4
0
人
を
含
む
総
勢

1
7
9
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
８
日
に
は
、
酪
農
学
園
大
学
成
香

教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
同
大
や
洞
爺

湖
町
の
紹
介
を
行
い
、
翌
日
に
は
洞

爺
湖
万
世
閣
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
サ
イ
ド

テ
ラ
ス
で
野
外
ミ
ニ
実
習
な
ど
を
実

施
。同
大
大
学
院
生
が
森
林
や
気
象
、

空
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
作
り
、
新
入
生

に
紹
介
し
ま
し
た
。

洞爺湖でミニ実習�
酪農学園大学新入生オリエンテーション

　
　
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
洞
爺
湖

　
　
温
泉
で
、
第
22
回
湯
上
り
に
乾

杯
洞
爺
湖
温
泉
銘
酒
ま
つ
り
（
洞
爺

湖
銘
酒
倶
楽
部
主
催
）
が
、
洞
爺
湖

温
泉
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
参
加
者
の
他
、
札
幌
市
や
室

蘭
市
な
ど
か
ら
約　
　
　
人
が
参
加

し
、
全
国
各
地
の
蔵
元
が
持
っ
て
き

た
日
本
酒
や
ワ
イ
ン
、
カ
ク
テ
ル
な

ど
約
1
0
0
種
類
の
銘
酒
を
堪
能
。

　

会
場
で
は
N
O
１
ほ
ろ
酔
い
女

子
を
決
め
る
「
ぽ
ん
酒
ガ
ー
ル
」
決

定
戦
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

全国各地の銘酒を味わう
第 22回銘酒まつり

　
　
爺
湖
町
建
設
協
会
は
、
西
山
山

　
　
麓
火
口
散
策
路
の
整
備
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
同
会
会
員
と
役
場
職

員
合
わ
せ
て
38
人
が
参
加
。
訪
れ
た

観
光
客
が
安
全
に
楽
し
く
散
策
で
き

る
よ
う
に
と
、
こ
の
時
期
に
毎
年
実

施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

す
。

　
当
日
の
修
復
は
老
朽
化
し
た
杭
・

ロ
ー
プ
の
張
り
替
え
が
約
45
本
、
延

べ
2
0
0
㍍
、
歩
道
の
モ
ル
タ
ル

埋
め
2
0
0
か
所
。
会
員
た
ち
は
、

「
観
光
客
が
気
持
ち
よ
く
歩
け
る
よ

う
に
」
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。

建設協会会員ボランティア
西山山麓火口散策路整備

　
　
ぶ
た
っ
ぺ　
春
の
う
ま
い
も
ん

　
　
市
（
と
う
や
湖
町
特
産
品
協
議

会
主
催
）
が
、
A
マ
ー
ト
と
う
や

湖
店
駐
車
場
で
行
わ
れ
、
長
芋
や
あ

か
毛
和
牛
、ぐ
る
巻
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
、

春
雨
、
納
豆
、
ト
マ
ト
な
ど
多
く
の

特
産
品
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ

れ
た
ホ
タ
テ
の
稚
貝
の
詰
め
放
題
に

は
、
開
始
前
か
ら
行
列
が
で
き
、
雪

蔵
じ
ゃ
が
い
も
（
と
う
や
）、
玉
ね

ぎ
の
詰
め
放
題
に
も
、
地
場
産
野
菜

を
買
い
求
め
る
人
た
ち
が
多
く
訪
れ

ま
し
た
。

町内の特産品が並ぶ
春のうまいもん市開催

ホタテの稚貝の詰め放題を買い求めるお客さん

空のブースの説明を聞く酪農学園大学新入生

老朽化した杭を埋める会員

観

洞

洞

４
６

４
13

あ

全国の銘酒を楽しむ参加者

４
９

2
0
0

４
16
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暮
ら
し お知らせ

information

年
金
事
務
相
談
所
の
開
設

国
民
年
金
か
ら

平
成
31
年
度
の
社
会
保
険
出
張

相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
室
蘭
年
金
事
務
所
の

職
員
が
、
相
談
員
と
し
て
対
応
し

ま
す
。

　

電
話
に
よ
る
完
全
予
約
制
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
開
設

日
前
1
か
月
よ
り
室
蘭
年
金

事
務
所（
☎
０
１
４
３

－

50

－

１
０
０
４
）
へ
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
自
動
音
声
対
応
と
な
っ

ニ
セ
警
察
官
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
す
り
替
え
に

注
意
！

て
ま
す
の
で
、
音
声
案
内
に
従
っ

て
、「
１
番
」
を
選
択
後
、「
２
番
」

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

●
洞
爺
湖
町
社
会
保
険
出
張
相
談

所
開
設
日
程

■
日
　
時　
８
月
８
日（
木
）、
令

和
２
年
２
月
６
日（
木
）
10
時
30

分
～
15
時
30
分

■
場
　
所

洞
爺
湖
町
役
場

3
0
3
会
議
室

●
伊
達
市
社
会
保
険
出
張
相
談
所

開
設
日
程

■
日
　
時　
５
月
16
日（
木
）、
７

月
18
日（
木
）、
９
月
19
日（
木
）、

11
月
21
日（
木
）、
令
和
２
年
１
月

16
日（
木
）
10
時
～
16
時

■
場
　
所　
伊
達
市
役
所
１
階

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3

－

50
－

1
0
0
4
）
／
住
民
課
住

民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

　

警
察
官
を
名
乗
り「
詐
欺
グ

ル
ー
プ
を
捕
ま
え
た
ら
、
名
簿
に

あ
な
た
の
名
前
が
あ
り
、
あ
な
た

の
口
座
か
ら
不
正
に
引
き
下
ろ
さ

れ
て
い
る
」
と
い
っ
た
電
話
か
ら

切
り
だ
す
オ
レ
オ
レ
詐
欺
に
似
た

窃
盗
が
道
内
で
多
数
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
金
融
機
関
・
行
政
機
関
職
員
に

な
り
す
ま
し
た
人
が
自
宅
な
ど
に

来
て「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
封

筒
に
入
れ
、
印
鑑
を
押
し
て
封
印

し
て
、
絶
対
に
開
封
し
な
い
よ
う

に
」
と
玄
関
先
で
指
示
さ
れ
、
印

鑑
を
取
り
に
行
っ
て
い
る
間
に
、

別
の
封
筒
に
す
り
替
え
ら
れ
て

カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
手
口
で
２
５
０
万

円
も
引
き
下
ろ
さ
れ
る
被
害
が
最

近
発
生
し
ま
し
た
。
警
察
官
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
こ
と
で
電

話
し
た
り
、
金
融
機
関
・
行
政
機

関
職
員
が
自
宅
の
玄
関
先
ま
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
取
り
に
来

る
こ
と
は
絶
対
に
な
い
の
で
、
同

じ
よ
う
な
電
話
が
き
た
ら
、
落
ち

着
い
て
警
察
署
に
電
話
し
て
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
　
産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
0
1
4
2

－

74

－

3
0
0
5
）

６
月
は
﹁
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間
﹂

　
国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人

は
多
数
い
ま
す
が
、
そ
の
就
労
状

況
を
み
る
と
、
社
会
保
険
な
ど
の

未
加
入
や
、
適
正
な
労
働
条
件
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
の
問
題

が
み
ら
れ
ま
す
。

　

外
国
人
を
雇
い
入
れ
る
場
合

は
、
次
の
３
点
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

●
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認

め
ら
れ
る
か
残
留
資
格
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
外
国
人
の
雇
い
入
れ
と
離
職

は
、
必
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

●
労
働
保
険
・
社
会
保
険
の
加
入

な
ど
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
外
国
人
は「
ル
ー
ル
を
守
っ
て
」

正
し
く
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
細
は
、
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
労
働
基
準
監
督
署
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

（
☎
23

－

２
０
３
４
）
／
室
蘭
労

働
基
準
監
督
署（
☎
０
１
４
３

－

23

－

６
１
３
１
）

トガシスタジオ　洞爺湖町入江 21番地　
☎ 76-5311

春
の
交
通
安
全
運
動
の
実
施

伊
達
警
察
署
か
ら

かけがえのない

仲間



　
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
運
動
期
間　
５
月
11
日（
土
）

～
５
月
20
日（
月
）
の
10
日
間

■
運
動
重
点

①
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
②

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

広報とうやこ　2019 年 5 月11

場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■５月
優良（30分）
20日（月）13：30～　23日（木）13：30～
一般（60分）
23日（木）14：30～
違反（120分）
20日（月）14：30～
初回（120分）
17日（金）13：30～

■６月
優良（30分）
３日（月）18：30～　11日（火）13：30～
一般（60分）
３日（月）19：30～　11日（火）14：30～
違反（120分）
６日（木）18：30～
初回（120分）
1３日（木）1８：30～

運転免許更新時講習日程

お知らせ
用
の
徹
底
③
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

●
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

　
自
転
車
の
乗
る
と
き
は
、「
自

転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱
。
自
動

車
に
乗
っ
た
ら
、
全
て
の
座
席
で

必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。６
歳
以
上
で
あ
っ
て
も
、

体
格
な
ど
の
状
況
に
よ
り
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
適
切
に
着
用
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
に
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、同
乗
者
、

車
を
貸
し
た
人
、
酒
を
飲
ま
せ
た

人
に
も
厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま

す
。「
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
ダ
メ
！

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
せ
な

い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。　
　

  　
　

　

道
民
一
人
ひ
と
り
が
、「
飲
酒

運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許

さ
な
い
」
と
い
う
規
範
意
識
を

持
っ
て
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

募
　
集

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
漁
港

利
用
（
係
留
）
者
の
募
集

　
洞
爺
湖
町
虻
田
漁
港
大
磯
分
区

係
留
施
設
条
例
に
よ
り
係
留
で
き

る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
隻
数
は
40

隻
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度

２
隻
の
空
き
が
出
ま
し
た
の
で
係

留
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
今
回
は
船
長
７
㍍
以
下
の
船
艇

と
な
り
ま
す
の
で
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
希
望
者
が
定
員
を
上
回
っ
た
場

合
は
選
考（
優
先
順
位
を
定
め
て

い
ま
す
）
と
し
ま
す
。
な
お
、
優

先
順
位
が
同
じ
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　
５
月
10
日
～
５
月

22
日

■
利
用
期
間　
６
月
１
日
～
令
和

２
年
３
月
31
日

■
問
合
せ・
受
付
場
所　
産
業
振

興
課
水
産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎

74

－

３
０
０
５
）

狂 犬 病 注 射 の お 知 ら せ

場　所 実施時間

花和旧農協支所前 9：00～
9：15

月浦集会所前 9：40～
10：00

珍小島駐車場 10：20～
10：40

洞爺湖文化センター前 10：45～
11：00

旧旭ホテル横 11：10～
11：30

温泉地区出張 11：30～
12：00

セブンイレブン入江店前 13：00～
13：30

泉公営住宅公園横 13：40～
14：20

入江４区集会所前 14：30～
15：00

場　所 実施時間

役場庁舎前 9：00～
9：40

清水集会所前 9：50～
10：10

ふれ合いセンター前 10：20～
10：50

４区でんでん広場前 11：00～
11：20

文化交流会館（旧消防） 11：30～
12：00

たかさご公園 13：00～
13：30

虻田コミセン前 13：40～
14：10

本町地区出張 14：10～
15：00

５月 25日（土） ５月 26日（日）
　狂犬病予防集合注射を行います。注射
手数料 3,110円を持参して、近くの会場
へ来てください。予防注射は、毎年必ず
接種しましょう。どうしても会場に来ら
れない人は、戸別に出張時間に回診しま
すので５月 23日までに環境課へ連絡して
ください。
　回診については、別途 1,000円の負担
となります。初めて登録と注射を行う犬
については、登録手数料 3,000円と合わ
せて 6,110円が必要となります。
　犬の登録や予防注射を行っていない犬
が、咬傷事故を起こした事例があります。
その場合重大な罪に問われる場合があり
ますので、必ず登録と狂犬病予防注射を
行ってください。
■問合せ　環境課環境推進グループ（☎
74-3006）

－

0
1
1
0
）
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相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

５
月
18
日（
土
）、
６

月
15
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　
①
5
月
16
日（
木
）、

②
６
月
６
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
高
村
真
人
弁
護

士（
む
ろ
ら
ん
法
律
事
務
所
）

②
本
間
寛
菜
弁
護
士（
北
海
道

み
ら
い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

■
募
集
種
目　
①
自
衛
官
候
補
生

②
一
般
曹
候
補
生

■
資
　
格　
①
②
18
歳
以
上
33
歳

未
満
の
男
女

■
受
付
期
間　

①
～
６
月
３
日

（
月
）
②
～
５
月
15
日（
水
）

■
試
験
期
日　
①
６
月
８
日（
土
）

～
６
月
10
日（
月
）
の
い
ず
れ
か

１
日
②
１
次
試
験
５
月
25
日（
土
）

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部　

室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
）

自
衛
官
募
集

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

無
料
法
律
相
談
会
開
催

ここ数年、全国各地では大雨により「土砂災害」
「浸水害」「洪水害」が発生していて、多くの人が
被害に遭っています。気象台では、大雨により重大
な災害が起こるおそれがあると予想される場合に、

「大雨警報」や「洪水警報」を発表し警戒を呼びかけ
ます。
　さらに、土砂災害や浸水害、洪水害が、地域の
どこで発生する危険が高まっているかを色分けし
てお知らせする、「土砂災害警戒判定メッシュ情報」

「大雨警報（浸水害）」「洪水警報」の危険度分布の情

報を気象庁ホームページで提供しています。
　危険度分布では、重大な災害が発生している
もしくはいつ発生してもおかしくない「極めて危
険」な状況を「濃い紫色」で、１～３時間後にそ
のような状況になる「非常に危険」な状況を「薄
い紫色」で表しています。また、赤色は「警戒」、
黄色は「注意」を表しそれぞれ警戒・注意が必要
となります。
　市町が配布しているハザードマップや防災
マップで、土砂災害危険箇所や浸水、洪水の危
険のある地域に、「濃い紫色」や「薄い紫色」が
表示された場合には、避難の必要があり、状況
によっては避難のための移動自体が危険となる
こともあります。
　市町の発令する避難情報などに従うことはも
ちろんのこと、危険度分布を活用し、自らが早
め早めの避難を心掛け、大雨災害から身を守る
ようにしましょう。
■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）

危険度分布を
活用して、大雨災害から

身を守りましょう

気象台からの
お知らせ

令
和
元
年
度

巡
回
児
童
相
談



　
札
幌
法
務
局
室
蘭
支
局
、
室
蘭

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
６

月
１
日
の「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

に「
特
設
人
権
・
困
り
ご
と
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。

　
人
権
問
題
や
夫
婦
・
親
子
な
ど

の
問
題
、
不
動
産
・
金
銭
の
ト
ラ

ブ
ル
、
う
わ
さ
・
暴
言
に
よ
る
い

広報とうやこ　2019 年 5 月13

お知らせ

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故津谷富男さん
■３月 31日死去■ 60歳■遺族はしおりさん■清水区

故小山千枝子さん
■３月 28日死去■ 84歳■遺族は和道さん■温８区

故長﨑久子さん
■３月 20日死去■ 90歳■遺族は郁子さん■虻２区

故後藤　雄さん
■３月 25日死去■ 86歳■遺族は貴代子さん■温１区

故青葉勝江さん
■３月 26日死去■ 75歳■遺族は禎之さん■洞第１

故土屋博義さん
■３月 27日死去■ 75歳■遺族は智義さん■洞第４

故能登正男さん
■４月２日死去■ 74歳■遺族は冨美子さん■入４区

３月20日から４月19日届出分

　窓口へ届出があり、広報紙への掲載を承諾
した人を掲載しています。

故橋本勇吉さん
■４月６日死去■ 83歳■遺族は冬子さん■美沢西

故小野寺一郎さん
■４月２日死去■ 71歳■遺族は文和さん■虻２区

薄
れ
ゆ
く
父
母
の
お
も
か
げ
夜
の
お
ぼ
ろ

　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
風
　

焼
山
の
硫
黄
の
匂
ひ
朧
月

　
　
　
千
葉
征
子
　
　
　
　

二
人
し
て
語
る
窓
辺
や
花
待
て
リ

　
　
菅
原
敏
子
　
　
　
　

夜
明
湾
海
面
朧
に
舟
灯
り

　
　
小
笠
原
勇
　
　

野
良
猫
の
走
り
余
寒
の
闇
動
く

　
　
　
矢
野
知
子
　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
4
月
定
例
会

故佐々木ウメさん
■４月７日死去■ 87歳■遺族は木村修さん■虻６区

無
料
な
ん
で
も
相
談

﹁
特
設
人
権
・
困
り
ご
と

相
談
所
﹂
の
開
催

や
が
ら
せ
、
そ
の
他
日
常
生
活
の

中
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
で
お
困
り

の
人
は
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
　
時

①
②
６
月
４
日（
火
）

９
時
30
分
～
12
時
30
分

■
場
　
所　
①
虻
田
ふ
れ
合
い
セ

ン
タ
ー
②
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員
　
洞
爺
湖
町
人
権
擁
護

委
員

■
問
合
せ
　
室
蘭
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
事
務
局（
☎
０
１
４
３－

22－

５
１
１
１
）

　
「
北
海
道
室
蘭
児
童
相
談
所
」

に
よ
る
巡
回
児
童
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
児
童
の
発
達
に
つ
い
て
の

相
談
や
療
育
手
帳
の
判
定
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
相
談
を
受
け
る
前
に
事
前
資
料

の
提
出
が
必
要
で
す
。
相
談
件
数

に
よ
り
希
望
ど
お
り
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
日
　
時

６
月
27
日（
木
）、
８

月
26
日（
月
）、
11
月
14
日（
木
）

10
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
は
除

く
）

■
場
　
所　
洞
爺
湖
町
役
場
内
会

議
室
※
会
場
は
都
合
に
よ
り
変
更

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
健
康
福
祉
課
福
祉・
高

齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

３
０
０
１
）

人
権
擁
護
委
員
は
、
あ
な

た
の
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
侵
害

や
家
庭
内
の
問
題
、
隣
近
所
の
も

め
ご
と
、
い
じ
め
な
ど
、
人
権
問

題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
相
談

者
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

■
人
権
擁
護
委
員

▽
宮
崎
泰
人
さ
ん（
虻
８
区
）

▽
七
戸
朝
子
さ
ん（
温
８
区
）

▽
加
賀
谷
真
由
美
さ
ん（
虻
５
区
）

▽
五
十
嵐
優
子
さ
ん（
洞
第
３
）

▽
村
上
正
弘
さ
ん（
洞
第
１
）　　

■
問
合
せ
　
室
蘭
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
事
務
局（
☎
０
１
４
３－

22－

５
１
１
１
）

寄
　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付

▽
笠
井
誠
さ
ん
（
虻
２
区
）
は
５

万
円

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
虻
田
１
区
老
人
ク
ラ
ブ
は
12
万
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
野
口
光
子
さ
ん
（
清
水
区
）

▽
飯
尾
利
雄
さ
ん
（
入
３
区
）

▽
米
山
光
彥
さ
ん
（
入
１
区
）

▽
髙
田
生
子
さ
ん
（
虻
６
区
）

▽
あ
ぶ
た
福
祉
会
清
水
友
愛
の
里

▽
お
食
事
処
ほ
っ
と
～
や
湖
湖

（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
）

▽
ふ
る
里
の
丘
総
合
福
祉
館
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心配ごと、悩みごとをひとりで抱えていませんか？
私たち民生委員児童委員に、どうぞお気軽にご相談ください。



さわやかだより

　問合せ　健康福祉センターさわやか （☎ 76-4006）／地域包括支援センター（☎ 76-4822）

広報とうやこ　2019 年５月15

歯 科 健 診
おとなの

　歯と口腔の健康を保つことは、食事や会話を
楽しむなどの社会生活に直結していて、生活の
質を高める重要な役割を担っています。歯を失
う原因の多くが、「むし歯」と「歯周病」です。
成人の約 8 割は歯周病と言われていて、最近で
は歯周病と生活習慣病が相互に影響しあい、身
体に悪影響を及ぼすことがわかっています。ま
た、合わない入れ歯を長期間使用し続けること

で、口の中の粘膜が傷つき、潰瘍ができたり、
他の健康な歯へ悪影響を及ぼす原因にもなりま
す。
　そこで、町では歯科健診の受診促進と口腔の
健康意識の普及啓発を目的として、対象の人に

『おとなの歯科健診クーポン券』を配布します。
かかりつけの歯科医がない、しばらく歯科を受
診していないという人は、この機会にぜひ歯科
健診を受診してください。

■対　象　洞爺湖町に住民登録している満 40・50・
60・70・75・80 歳の人。
■内　容　①問診②歯科医師による口腔内検査（むし歯
の有無・歯肉の状態・噛み合わせ・歯口清掃状況・口
腔乾燥※・義歯の状況※）③歯科指導
※口腔乾燥・義歯の状況については 75 歳以上の人のみ
■料　金　500 円
※生活保護世帯の人は生活保護証明書を持参すると無料
で受けることができます。
■クーポンを使用して受診できる歯科医療機関

歯科医療機関名 電話番号 住所
伊藤歯科医院 76-4809 本町 16-4

友愛会歯科医院 76-4501 高砂町 32-52-2
洞爺歯科診療所 87-2246 洞爺町 68-7
千種歯科医院 74-2222 栄町 60-9
洞爺協会病院 74-2555 高砂町 126

■受診の流れ　クーポンが届く⇒健診を希望する町内歯科医療機関へ直接申し込む⇒クーポ
ン券を持って申し込んだ歯科医療機関を受診する
※対象の人には、５月中旬以降に個別に通知を送ります。

歯科健診のお知らせ



あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10 時～ 16 時 20 分 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家 （☎ 75-4702）

［時間］10 時～ 15 時　 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）

［時間］９時～ 16 時 30 分　 ［休館日］なし

書
から家読 の

新
刊
案
内

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一
　
般＞

▽
傍
流
の
記
者
（
本

城
雅
人
）
▽
鏡
の
背
面
（
篠
田
節

子
）▽
一
億
円
の
さ
よ
う
な
ら（
白

石
一
文
）
▽
凍
て
つ
く
太
陽
（
葉

真
中
顕
）
▽
本
と
鍵
の
季
節
（
米

澤
穂
信
）
▽
宝
島
（
真
藤
順
丈
）

▽
ニ
ム
ロ
ッ
ド
（
上
田
岳
弘
）
▽

１
Ｒ
１
分
34
秒
（
町
屋
良
平
）
▽

ふ
た
り
ぐ
ら
し
（
桜
木
紫
乃
）
▽

キ
ン
モ
ク
セ
イ
（
今
野
敏
）

＜

児
童
書＞
▽
わ
た
し
の
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
（
佐
野
洋
子
）
▽

い
じ
め
て
い
る
き
み
へ
（
春
名
風

香
著
／
み
き
ぐ
ち
絵
）
▽
お
ば
け

の
マ
ー
ル
と
た
の
し
い
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
（
け
ー
た
ろ
う
著
／
な
か
い

れ
い
絵
）

■
み
ず
う
み
読
書
の
家

<

一
　
般>

▽
か
わ
た
れ
ど
き

（
畠
中
恵
）
▽
そ
し
て
、
バ
ト
ン

は
渡
さ
れ
た
（
瀬
尾
ま
い
こ
）
▽

ベ
ル
リ
ン
は
晴
れ
て
い
る
か
（
深

緑
野
分
）
▽
宮
部
み
ゆ
き
全
一
冊

（
宮
部
み
ゆ
き
）▽
玉
村
警
部
補
の

巡
礼（
海
堂
尊
）▽
こ
の
先
に
は
、

何
が
あ
る
？
（
群
よ
う
こ
）
▽
さ

ざ
な
み
の
よ
る
（
木
皿
泉
）

＜

児
童
書＞

▽
お
ふ
と
ん
さ
ん

（
コ
ン
ド
ウ
ア
キ
）
▽
「
和
」
の

行
事
え
ほ
ん
〈
1
〉
春
と
夏
の
巻

（
高
野
紀
子
）▽
探
し
て
発
見
！
観

察
し
よ
う　
生
き
物
た
ち
の
冬
ご

し
図
鑑　
鳥
（
佐
藤
裕
樹
著
／
今

泉
忠
明
監
修
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

<

一
　
般>
▽
わ
た
く
し
た
ち
の

成
就
（
茨
木
の
り
子
）
▽
映
画
で

読
む
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
（
森
祐
希

子
）
▽
し
あ
わ
せ
の
理
由
（
グ
レ

ッ
グ・イ
ー
ガ
ン
著
／
山
岸
真
訳
）

＜

児
童
書＞

▽
お
せ
ん
べ
や
け

た
か
な
（
こ
が
よ
う
こ
／
降
矢
な

な
絵
）
▽
な
で
て
な
で
て
（
西
川

季
岐
）

vol.14
今月の
リポーター
細谷佳代子さん

　
　
し
い
元
号
に
か
わ
り
、
今

　
　
年
の
8
月
に
8
年
目
の
営

業
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た

「
洞
爺
湖
地
場
産
品
協
同
組
合　

と
う
や
マ
ル
シ
ェ
」。名
前
の
と

お
り
、
地
場
に
特
化
し
た
食
材

が
色
と
り
ど
り
で
、
洞
爺
湖
の

「
食
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」で

す
。

　
と
う
や
マ
ル
シ
ェ
と
い
え
ば

店
前
に
あ
る
赤
・
黒
毛
牛
肉
の

看
板
。
今
で
は
当
た
り
前
の
よ

う
に
お
い
し
く
調
理
し
、
提
供

し
て
く
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
や
加
工

品
の
ほ
と
ん
ど
が
8
年
間
の
葛

藤
と
試
行
錯
誤
の
賜
物
だ
っ
た

の
で
す
。

　
例
え
ば
牛
1
頭
の
各
部
位
を

余
す
こ
と
な
く
使
用
し
、
な
お

か
つ
お
い
し
く
仕
上
げ
る
に
は

切
り
方
か
ら
、
部
位
特
有
の
味

付
け
、
保
存
方
法
な
ど
の
大
変

な
苦
労
と
失
敗
・
ロ
ス
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、洞
爺
湖
名
物
ワ
カ

サ
ギ
も
活
き
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
姿
や
形
よ
く
お
い
し
く
仕

上
げ
る
に
も
匠
の
技
が
必
須
で

す
。
お
客
さ
ん
の
笑
顔
が
見
た

い
一
心
で
、
す
べ
て
が
始
ま
っ

て
い
る
地
場
産
品
発
信
基
地
な

の
だ
と
感
動
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
ス
マ
ホ
片
手
に
口
コ

ミ
を
見
た
お
客
さ
ん
が
た
く
さ

ん
来
店
し
ま
す
。　

5
月
末
ま
で
で
す
が
「
広
報

と
う
や
こ
を
見
た
」
と
言
っ
て

い
た
だ
く
と
（
食
事
さ
れ
た
人

に
限
り
）財
田
米
1
5
0
㌘
を

１
袋
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
来
店

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

新
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「いじめているきみへ」
春名風花文／みきぐち絵
この本は、女優の春名風花さんが小学
校６年生だった 2012 年に朝日新聞
の特集に寄稿し、大反響を巻き起こし
た「いじめている君へ」を絵本化した
ものです。巻末には、今いじめられて
いるこどもへ向けたメッセージもつい
ています。（あぶた読書の家所蔵）

絵本の玉手箱　5 月のおはなし会
■日　時 ① 5 月 17 日（金）14 時～ 15 時 30
分② 5 月 13 日（月）・27 日（月）10 時～ 11 時 30 分、
5 月 16 日（木）13 時 30 分～ 15 時 45 分
■場　所 ①あぶた読書の家②あぶた母と
子の館
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）
ピノキオの会　読み聞かせ
■日　時　5 月 20 日（月）14 時 30 分～
■場　所 あぶた読書の家
■問合せ　松本（☎ 76-2613）

今月の
１冊



58
第

回

新
年
交
流
会

　
　
月
６
日
に
毎
年
恒
例
の
、
新

　
　

年
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
る
と
、
利
用
者
同
士

や
職
員
と
新
年
の
あ
い
さ
つ
を
し

た
り
、
お
正
月
中
に
あ
っ
た
出
来

事
な
ど
を
話
す
利
用
者
も
い
て
、

笑
顔
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　
入
り
口
に
は
、
職
員
手
作
り
の

鳥
居
を
置
き
、
利
用
者
全
員
が
書

い
た
絵
馬
を
窓
一
面
に
張
り
、
お

正
月
を
題
材
に
し
た
貼
り
絵
も
飾

る
な
ど
、
お
正
月
ら
し
い
雰
囲
気

に
な
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
は
、
毎
年
恒
例
の
お
琴

の
演
奏
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
お
琴

の
先
生
と
利
用
者
２
人
で
、「
七

つ
の
子
」「
ま
り
と
と
の
さ
ま
」

「
千
本
桜
」
の
3
曲
を
演
奏
。
３

曲
の
中
で
も
今
回
初
め
て
披
露
し

た
「
千
本
桜
」
で
は
、
真
剣
な
様

子
で
演
奏
す
る
表
情
が
格
好
良

く
、
演
奏
が
終
わ
る
と
緊
張
が
ほ

ど
け
、
笑
顔
も
見
ら
れ
る
な
ど
、

会
場
か
ら
は
演
奏
者
に
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
会
終
了
後
は
、
み
ん
な
が

一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
食
事
会

で
す
。
乾
杯
と
同
時
に
始
ま
り
、

生
寿
司
、
オ
ー
ド
ブ
ル
、
デ
ザ
ー

ト
な
ど
、
み
ん
な
笑
顔
で
食
事
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
、
新
年
カ
ラ
オ
ケ
大

会
の
始
ま
り
で
す
。
初
め
は
ゆ
っ

た
り
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム
ー
ド
で
始

ま
り
ま
し
た
が
、
中
盤
か
ら
は
、

ム
ー
ド
が
一
転
。
マ
ラ
カ
ス
や
タ

ン
バ
リ
ン
を
持
ち
、
合
い
の
手
を

入
れ
る
人
や
一
緒
に
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
っ
て
デ
ュ
エ
ッ
ト
を
す
る

人
、
替
え
歌
を
歌
う
人
な
ど
、
後

半
に
つ
れ
て
か
な
り
の
盛
り
上
が

り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
最
後
は

万
歳
三
唱
で
新
年
交
流
会
の
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

　

利
用
者
か
ら
は
、「
来
年
は
な

に
や
る
の
」「
来
年
も
楽
し
み
だ

ね
ー
」
と
す
で
に
来
年
の
交
流
会

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
人
も
い
ま

し
た
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

　
３
月
10
日
「
第
34
回
ふ
れ
合
う

心
の
文
化
広
場
」で
利
用
者
５
人
、

職
員
３
人
の
計
８
人
が
お
琴
の
演

奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
曲
目
は
何
度
も
披
露
し
た
経
験

の
あ
る
「
さ
く
ら
」
と
初
め
て
披

露
す
る
「
は
な
か
げ
」
の
２
曲
。

　
今
回
は
、
洞
爺
湖
町
文
化
団
体

協
議
会
創
立
55
周
年
で
、
た
く
さ

ん
の
お
客
さ
ん
が
い
る
中
で
の
演

奏
で
緊
張
し
ま
し
た
が
、
練
習
の

１

ふ
れ
合
う
心
の
文
化
広
場

利
用
者
は
雰
囲
気
も
大
人
び
て
、

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。　

　
観
客
席
に
は
、
施
設
長
を
は
じ

め
、
職
員
や
他
の
利
用
者
の
人
も

見
に
来
て
い
て
、演
奏
後
に
は「
上

手
だ
っ
た
よ
」と
褒
め
て
も
ら
い
、

み
ん
な
笑
顔
で
喜
び
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
一
人
は
本
番
で

「
ち
ょ
っ
と
失
敗
し
ち
ゃ
っ
た
」

と
失
敗
し
た
こ
と
を
気
に
し
て
い

る
様
子
で
し
た
が
、
練
習
の
成
果

は
発
揮
で
き
て
い
て
、
と
て
も
上

手
に
弾
け
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る

え
る
と
笑
顔
に
な
り
「
次
も
頑
張

ろ
う
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　
お
琴
は
指
使
い
が
難
し
く
、
奥

深
い
楽
器
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の

人
に
聞
い
て
も
ら
い
、「
よ
か
っ

た
よ
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
初
め
は
簡
単
な
童
謡
を
弾
い
て

い
ま
し
た
が
、
段
々
難
し
い
曲
目

に
も
挑
戦
し
、
意
欲
的
に
稽
古
に

励
ん
で
い
る
こ
と
も
う
れ
し
く
感

じ
ま
す
。
今
年
は
秋
に
２
回
、
演

奏
を
控
え
て
い
る
の
で
、
ま
た
喜

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
演
奏
が
披

露
で
き
る
よ
う
に
利
用
者
と
と
も

に
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
で

す
。（
Ｈ
・
Ｎ
）

成
果
を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　

　
短
い
練
習
時
間
の
中
で
講
師
の

指
導
の
も
と
、
何
度
も
何
度
も
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
難
し
い

メ
ロ
デ
ィ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何

度
も
弾
く
こ
と
で
コ
ツ
を
掴
み
、

弾
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
毎
回
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
演
奏
後
の
お

客
さ
ん
の
拍
手
を
聞
く
と
ホ
ッ
と

し
た
気
持
ち
に
な
り
、
ま
た
次
も

演
奏
を
披
露
で
き
る
よ
う
に
頑
張

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
普
段
で
き
な
い
お
化

粧
を
し
、
少
し
お
し
ゃ
れ
な
格
好

で
演
奏
会
に
挑
戦
。
お
化
粧
し
た

広報とうやこ　2019 年５月17

盛り上がった新年交流会

ふれ合う心の文化広場でお琴を演奏



ジオパーク通信

第 82号
洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会

洞爺湖町役場内
☎（0142）74-3015ジオパーク通信

洞爺湖有珠山ジオパークだより

　みなさん、初めまして！洞爺湖有珠山ジオパークの学術専門員の西勇樹です。
　今回は約 11 万年前に発生した巨大噴火によってもたらされた「軽石」の正体について迫ります！

① 11 万年前に起こった大事件！

　11 万年ほど前に、現在の洞爺湖を中心として、
巨大噴火がおこりました。この時にできたくぼ地

（カルデラ）に水がたまって、洞爺湖（カルデラ湖）
が生まれました。巨大噴火はとても壮大な事件だっ
たのです。

②巨大噴火の痕跡

　巨大噴火によってもたらされた白い噴出物が、
左の写真です。噴出物の層が非常に厚いことから、
大規模な噴火であったことがわかります。次に、
近付いて観察した右の写真をみると、白い噴出物
が見られます。この白い噴出物が「軽石」です。

③軽石を詳しく見てみよう ④軽石の正体とは？

　マグマ溜まりを炭酸ジュースとして考えてみま
しょう。この場合、泡ぶくが軽石です。この泡ぶ
くが噴火して、冷えて固まると、軽石ができると
考えられています。この泡ぶくこそが軽石の正体
です。

　軽石は巨大噴火によってマグマ溜まりから噴出
しました。軽石をよく見ると、穴がたくさんあい
ています。それでは、軽石はマグマ溜まり内でど
のように存在していたかを考えてみましょう。

巨大噴火の発生 非常に厚い噴出物 近づいてみると

噴出した軽石

泡ぶく
（軽石）

炭酸ジュース
（マグマ溜まり）

マグマ溜まり
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時間

4 月 27 日（土）
～ 6 月２日（日）

山口陽介「HAPPY NEW WORLD」展

５月 12 日（日）

あそびフェスタ in とうや湖
9：00 ～ 11：45
あぶた母と子の館（☎ 74-3010 ＜社会教育課＞）

洞爺湖町縄文の日体験イベント
13：00 ～ 15：00
入江・高砂貝塚館（☎ 74-3010 ＜社会教育課＞）

13 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

15 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

16 日（木）

コグニの集い
13：30 ～ 15：30
洞爺駅交流センター２階（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

無料法律相談会

17 日（金）

フッ素塗布
13：00 ～ 14：30
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

認知症カフェ

18 日（土）
行政に関わるくらしの無料相談会
スヴェディッシュトーチづくり

10：00 ～ 12：00
洞爺財田体験自然体験ハウス（☎ 82-5999）

19 日（日） 第 45 回洞爺湖マラソン 2019

19 日（日）～
9 月 8 日（日） 第 42 回とうや湖観光朝市

20 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

22 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）

23 日（木）
1.6 歳児・３歳児健診

12：30 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

24 日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

親子ふれあい遊び
10：00 ～ 11：30
地域交流センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）

25 日（土） 洞爺湖プロジェクト
25 日（土）

～ 26 日（日） 狂犬病予防集合注射

26 日（日）
陸上自衛隊記念行事
西山を散策しよう

27 日（月）
～ 28 日（火）

特定健診、胃・大腸・肺・前立腺がん検診、肝炎・エキ
ノコックス検診、ピロリ菌検査

6：00 ～
健康福祉センター（☎ 76-4006）

29 日（水）
特定健診、胃・大腸・肺・前立腺がん検診、肝炎・エキ
ノコックス検診、ピロリ菌検査

6：00 ～
洞爺ふれ愛センター（☎ 76-2673）

31 日（金）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

6 月１日（土）
～ 2 日（日）

第２回とうや水の駅青空市
1 日 10：00 ～ 17：00 ／２日 9：00 ～ 15：00
とうや水の駅ふれあい広場（☎ 82-5277 ＜洞爺ま

ちづくり観光協会＞）

２日（日）
烏帽子岩散策

9：30 ～ 12：00
えぼし岩公園駐車場（☎ 82-5999 ＜洞爺財田自然

体験ハウス）

３日（月）
フッ素塗布

13：00 ～ 15：00
健康福祉センター（☎ 76-4006）

場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダー

ピックアップイベント

認知症カフェ
　認知症の人の介護者の負担を軽減するため、認知症の人や
その家族が、地域の人や専門家と相互に情報を共有し、お互
い理解し合う場所です。
■日　時　5 月 17 日（金）11 時～ 12 時
■場　所　ひじり在宅クリニック「みんなのカフェ」
■対　象　申し込み不要、だれでも参加可能
■参加料　無料
■問合せ　ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

陸上自衛隊記念行事
　陸上自衛隊第 7 師団創隊 64 周年・東千歳駐屯地創立 65
周年記念行事を行います。
■日　時　５月 26 日（日）８時～ 15 時
■場　所　東千歳駐屯地
■内　容　日本最大の戦車などパレード、訓練展示、落下傘
での降下、装備品展示、戦車試乗、ふれあい広場、模擬売店
■問合せ 第７師団司令部総務課広報渉外班（☎ 0123-23-5131）

4 日（火） 無料なんでも相談「特設人権・困りごと相談所」

4 日（火）～
7月18日（木）

ビエンナーレコレクション展Ⅱ

５日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

6 日（木）

少年の主張
10：30 ～ 11：30
虻田ふれ合いセンター（☎74-3010＜社会教育課＞）

無料法律相談会

７日（金）

洞爺地区健康相談
9：30 ～ 11：30
洞爺総合支所（☎ 82-5111）

保育所開放
10：00 ～ 11：30
本町保育所（☎ 76-2673）

8 日（土） 文化財ウォークラリー

10 日（月）
「ひじり在宅クリニック」健康教室

11：15 ～
ひじり在宅クリニック（☎ 76-4838）

11 日（火） 献血　　　虻田地区／洞爺地区

12 日（水）
保育所開放

10：00 ～ 11：30
入江保育所（☎ 76-4317）

洞爺湖芸術館からのお知らせ
春特別展　山口陽介「HAPPY NEW WORLD」展
■日　程　4 月 27 日（土）～６月 2 日（日）
■作家在館日　5 月 12 日（日）、6 月 1 日（土）、2 日（日）
ビエンナーレコレクション展Ⅱ
■日　程　6 月 4 日（火）～ 7 月 18 日（木）
■開館時間 【～6月まで】10時15分～17時（入館は16時30分まで）
／【7 月～９月まで】９時 30 分～ 18 時まで（入館は 17 時 30 分まで）
■ WEB    http://www.geijutukan,net
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎ 87-2525）

時
所

こんにちは社会教育です

広報とうやこ　2019 年５月19

洞爺湖プロジェクト
　世代を超えて戦争の記憶を物語り、平和の大切さを伝承す
ることを目的とし、映画「明日へ－戦争は罪悪である－」の
上映会が行われます。
■ 日 　 時 ５月 25 日（土）14 時～ 16 時
■ 場 　 所　洞爺湖文化センター
■ 料 　 金 前売券1,000円／当日券1,300円（小・中学生無料）
■ 主 　 催 洞爺湖プロジェクト事務局
■ 問 合 せ　洞爺湖プロジェクト事務局（☎ 75-4400 ＜観
光振興課内　田仁＞）
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洞爺湖マラソン実行委員会事務局（☎ 75-4400）

洞爺湖ビジターセンター・火山科学館（☎ 75-2555）
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知
症
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

　
　
の
介
護
を
す
る
家
族
の
人
に

寄
り
添
っ
て
話
を
聴
き
、
安
心
で

き
る
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

　
認
知
症
の
人
や
認
知
症
を
支
え

る
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の

思
い
を
語
る
の
は
、
洞
爺
協
会
病

院
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
の
高

場
真
佐
美
さ
ん
。
7
か
月
間
の
研

修
を
経
て
、
試
験
に
合
格
。
西
胆

振
で
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
の

資
格
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
現
在

２
人
と
な
り
ま
す
。

スポットライト

Spotlight

洞爺協会病院看護師長　認知症看護認定看護師

高場真佐美さん

東奔西走
ワンショット今月の

　　っぽい気温となりポカポカしてきた今日この頃。この時
　　期の晴れている洞爺湖は、湖の青と中島の緑がすごくき
れいですので、一度見てみてください。（C.K）
　　月から広報を担当することになりました。わからないこと
　　ばかりですが、町民の皆さんに親しんでもらえるような
広報を作っていきたいと思いますのでよろしくお願いします。

（M.O）

　
高
場
さ
ん
は
、
余
市
町
の
出
身

で
、
高
校
卒
業
後
、
伊
達
赤
十
字

看
護
専
門
学
校
に
入
学
し
、
21

歳
の
と
き
に
看
護
師
に
な
り
ま

し
た
。
２
つ
の
病
院
を
経
験
し
、

2
0
1
3
年
か
ら
洞
爺
協
会
病

院
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　
「
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
受
診

や
入
院
す
る
患
者
は
高
齢
の
人
が

多
く
、
そ
の
中
で
も
認
知
症
や
認

知
機
能
が
低
下
し
た
人
へ
の
個
別

性
の
あ
る
ケ
ア
や
家
族
の
不
安
を

緩
和
す
る
支
援
に
困
っ
て
い
ま
し

た
」
と
悩
ん
で
い
た
時
期
が
あ
り

ま
し
た
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
知
識
を
深
め

よ
う
と
近
隣
で
講
師
を
探
し
ま
し

た
が
、
当
時
、
西
胆
振
に
は
認
知

症
看
護
認
定
看
護
師
が
０
人
。
誰

も
い
な
い
の
な
ら
自
分
が
と
決
心

し
、
昨
年
の
７
月
に
認
知
症
看
護

認
定
看
護
師
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
院
内
の
認
知
症
看
護

の
先
頭
に
立
ち
、
看
護
ス
タ
ッ
フ

に
指
導
や
助
言
を
す
る
立
場
と
な

り
、
院
内
の
支
援
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
資
格
を
得
て
か
ら
は
、
認
知

症
の
患
者
や
そ
の
家
族
へ
そ
れ
ぞ

れ
に
適
し
た
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
考

え
ら
れ
る
引
き
出
し
が
増
え
ま
し

た
」
と
資
格
を
得
て
約
1
年
で
す

が
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
勉
強
し
て
き
た
知
識
を
院
内

だ
け
で
な
く
、
講
演
会
や
介
護
・

健
康
教
室
な
ど
へ
の
参
加
を
通
し

て
、
洞
爺
湖
町
に
還
元
し
て
い
き

た
い
。
認
知
症
を
抱
え
て
い
る

人
、
そ
の
家
族
が
洞
爺
湖
町
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
の
支
援
体
制
の
貢
献
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

春

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
の
支
援
を

認

元気いっぱいに返事の練習をする
とうや小学校の新 1 年生

「

４

profi le
昭和 41 年 12 月７日生まれ。
趣味は読書。落ち着く時間は、
図書館に行って本に囲まれ、
本の匂いを感じながら読んで
いる時。52 歳。


